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平成２８年５月教育委員会定例会 会議録 

 

平成２８年（２０１６）５月２４日（火）午後２時、出雲市教育委員会定例会を市民

応接室に招集した。 

 

 

１．会議に出席した委員 

  教  育  委  員  長    成 相 善 美 

  教育委員 (委員長職務代理 )    下 手 泰 子 

  教 育 委 員    本 田 惠 子 

  教 育 委 員    松 浦 剛 司 

  教 育 長    槇 野 信 幸 

 

 

２．説明のため会議に出席した者 

  教 育 部 長    杉 谷  学 

  教育部次長（教育政策課長）    小 山 裕 美 

  教育部次長（学校教育課長）    安 井 孝 治 

  児 童 生 徒 支 援 課 長    竹 田 博 司 

  学 校 給 食 課 長    木 代 伸 治 

  出 雲 科 学 館 館 長        山 本 利 明 

  保 育 幼 稚 園 課 長    坂 本 伸 仁 

  学 校 教 育 課 主 査      佐 藤  協 

  児童生徒支援課課長補佐    松 井 博 之 

  保 育 幼 稚 園 課 課 長 補 佐    鬼 村 修 治 

 

３．会議の書記 

  教 育 政 策 課 主 査    和 田  貢 

 

 

４．傍聴者           １人 
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開会 

（成相委員長）只今から、平成２８年５月出雲市教育委員会定例会を開会します。 

本日の会議はお手元に配付しております日程のとおり行います。 

 

 

１．会議録の承認 

（成相委員長）それでは会議録の承認に入ります。４月定例会の会議録について、何か

意見がありましたでしょうか。 

 

（各教育委員）ありません。 

 

（成相委員長）特に意見等ありませんので、４月定例会の会議録については承認といた

します。 

 

 

２．教育長行政報告 

（成相委員長）次に、行政報告について、槇野教育長に報告願います。 

 

（槇野教育長）（以下、報告項目のみ掲載） 

（１）前回以降の動向 

H28.4.28 管内教育長会 

H28.5.6 市議会全員協議会 

H28.5.6 校長の会議 

H28.5.9 総合教育会議 

H28.5.10 校長面接 ～5.31 

H28.5.12 要保護児童対策地域協議会 

H28.5.16 いじめ問題対策委員会 

H28.5.19 市小学校陸上大会 

H28.5.19 全国都市教育長協議会（徳島市） ～5.20 

H28.5.22 市教職員協議会定期総会 

H28.5.24 定例教育委員の会議 

 

（２）今後の予定 

H28.5.25 同和教育・啓発推進協議会総会・研修会 

H28.5.26 県教育施策説明会 

H28.5.27 中国都市教育長会理事会（倉吉市） 

H28.5.28 県教職員協議会定期総会 
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H28.5.31 校長の会議 

H28.5.31 自治協会等合同会議 

H28.6.1 出雲地区租税教育推進協議会 

H28.6.1 保幼小連携推進委員会 

H28.6.3 市奨学事業運営委員会 

H28.6.6 市議会初日 ～6.27 

H28.6.7 学校給食会理事会・評議員会 

H28.6.9 市議会一般質問 ～6.14 

H28.6.15 市原子力施設安全対策協議会 

H28.6.17 市議会文教厚生常任委員会 

H28.6.22 市議会予算特別委員会 

H28.6.23 教頭会総会 

H28.6.27 市議会最終日 

H28.6.28 定例教育委員の会議 

 

 

（成相委員長）只今の教育長の行政報告について、質問等はありますか。 

 

（各教育委員）なし。 

 

 

３．議事 

（成相委員長）それでは、議事に入ります。「議第１１号 出雲市立学校における地域

学校運営理事会理事の辞任及び任命について」を、教育部 小山次長 に説明願います。 

 

（小山次長）資料に基づき説明。 

 

（成相委員長）只今の、議第１１号について、何か質疑等はありませんか。 

 

（各教育委員）なし。 

 

（成相委員長）特に質疑等がないようですので、議第１１号について、承認してよろし

いですか。 

 

（各教育委員）異議なし。 

 

（成相委員長）ご異議ありませんので、議第１１号については承認します。 

 

（成相委員長）次に、「議第１２号 出雲市市立幼稚園における幼稚園運営協議会委員
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の辞任及び任命について」を、保育幼稚園課 坂本課長 に説明願います。 

 

（坂本課長）資料に基づき説明。 

 

（成相委員長）只今の、議第１２号について、何か質疑等はありませんか。 

 

（各教育委員）なし。 

 

（成相委員長）特に質疑等がないようですので、議第１２号について、承認してよろし

いですか。 

 

（各教育委員）異議なし。 

 

（成相委員長）ご異議ありませんので、議第１２号については承認します。 

 

 

４．報告 

（成相委員長）それでは報告事項に入ります。報告（１）「各事業の進捗状況について」

を、教育部 安井次長 に説明願います。 

 

（安井次長）資料に基づき説明。 

 

（成相委員長）只今の、報告（１）について、何か質問等はありませんか。 

 

（本田委員）ウィークエンドスクールの参加児童生徒の登録人数が書いてありますが、

実際の参加人数はどうでしょうか。 

 

（安井次長）登録されても毎回出られることはなくて、概ね半分くらいの参加になりま

す。 

 

（本田委員）せっかく登録されたのは、出ようと思って、がんばろうと思って登録され

たと思います。途中で出なくなった子どもたちに、どうすれば出られるかというような、

子どもたちからアンケートをとったり、意見を吸い上げるようなことはありますでしょ

うか。 

 

（安井次長）年度末に、登録者の保護者と子どもさんからそれぞれアンケートをいただ

いていますが、中身はそこまで触れていません。実際は個々にいろいろご事情があって、

例えば中学校の部活が済んだ３年生の後半は良く出てくるということがある一方で、今

度部活を中心にやっていく２年生になったら後半出ないということはあります。小学校
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でも学年が上がっていったときに習い事が増えるとか、いろいろな事情があるようです。

特に小学校については、そういった出にくいお子さんもいらっしゃるということから、

２番目の「放課後学習等支援事業」、これは学校で放課後等にできますので、出やすい、

利用しやすいということで、こちらの方への取組を、教育委員会としては進めていきた

いと考えております。 

 

（本田委員）がんばろうという気持ちの子どもさんたちを応援したいという気持ちはこ

ちらもありますので、またよろしくお願いします。 

 

（松浦委員）２番目の「放課後学習等支援事業」は、今年からでしたね。 

 

（安井次長）今年からです。 

 

（松浦委員）「ウィークエンドスクール」は、この学校の校区の小学校などに声がかか

っていたわけですか。例えば平田中学校であれば、平田中学校の校区の小学校に。向陽

中学校の校区の学校には、声がかかっていなかったわけですか。 

 

（安井次長）校区ごとに設置はしていますが、全小中学生に声がかけてあって、実際に

向陽中学校の生徒さんは、平田支所へ来て学んでおられました。ただ向陽中学校は、放

課後学習の取組も未定なので、今年度の年度当初はウィークエンドスクールで学びなが

ら、学校でやるようになったら案外そちらへシフトするということはあるかもしれませ

ん。 

 

（松浦委員）結構、「ウィークエンドスクール」があるということがわかっていらっし

ゃらない人が多いというのは感じていまして、募集の告知は年に一回ですか。 

 

（安井次長）一回です。告知というのは、４月末ごろに全保護者の各家庭に１枚チラシ

を配っていまして、あとは、学校でいつでもプリントアウトできるようにしていますの

で、追加で募集してくださいというお願いをしています。 

 

（松浦委員）最初は行かなくてもいいとスルーしていたものが、途中でもう一回誘いが

あるとまた違った効果があるのかと思います。学校側の責任であれば学校側のほうでも

うちょっと「こういうことがあります」という告知があれば、もっと効果的になるので

はないかと感じました。それと、支援事業のほうは、この学校が手を挙げて応募された

のか、それとも、もっといっぱいあって審査されて１８校になったのですか。 

 

（安井次長）内容は審査しておりますけれど、基本的には手を挙げられたところがすべ

てです。 

 

（松浦委員）ではここに書いてない学校は、手を挙げておられないということですか。 
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（安井次長）今年度は、手を挙げていないということです。 

 

（松浦委員）わかりました。 

 

（下手委員）放課後学習支援事業は、だいたい毎週１回ぐらいでしょうか。 

 

（安井次長）一応、週に２回放課後にできるということで組み立てはしていますが、な

かなか１時間ずつの２回が難しいところは、どこかで２時間やられるところや、場合に

よっては長期休業中にやられるところもあります。 

 

（下手委員）放課後指導されるのは、学校の先生ですか。 

 

（安井次長）学校の教員の負担を軽減するために、学習支援員を市が委嘱しまして、こ

の方たちに、最低２人以上で指導していただくということです。基本的には外部の方が、

支援をしてくださっています。 

 

（下手委員）ここで１時間勉強して、帰るときは普通に徒歩で帰りますか。 

 

（安井次長）下校指導までは、その支援員さんが学校と同じように指導しています。 

 

（下手委員）だいたい小学校の終わる時間は、何時ぐらいですか。 

 

（安井次長）低学年だと４時前から４時半ぐらいまで、高学年だと５時前ぐらいまでで

す。５時を過ぎると、学校によっては保護者に迎えに来てもらうという約束の下に募集

しておられるところもあります。 

 

（下手委員）いい取組だと思いました。 

 

（成相委員長）よろしいですか。次に、報告（２）「平成 27 年度出雲市立小・中学校に

おける問題行動及び不登校の状況について」を、児童生徒支援課 竹田課長 に説明願

います。 

 

（竹田課長）資料に基づき説明。 

 

（成相委員長）只今の、報告（２）について、何か質問等はありませんか。 

 

（松浦委員）「問題行動、いじめ、ネットトラブルの状況」の中の「その他」に、何か

感じられることとか、意見はありますでしょうか。 
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（竹田課長）なかなか上の項目に分類できないものが、少し増えてきたと感じます。中

身につきましては、ネットトラブルの加害のほうの事案が入っております。例えば、画

像を無断投稿するというような問題があります。それから家のお金の持ち出しというの

もありまして、結構その中身がいろいろ広がるような傾向があります。 

 

（松浦委員）９項目の中で該当しないことが、今後も増えてくると、それが想定外では

ないということになると、また違う項目も増えてくるということですかね。 

 

（竹田課長）そうですね。広がる傾向が、近年出てきています。 

 

（成相委員長）むかしは、ネットはなかったですからね。私たちからは、想定外のこと

ですよね。 

 

（松浦委員）社会でもそういうトラブルが多いというのは、聞こえてはいましたが、画

像の問題が出てくると、いよいよここにも来たか、という感じがしますね。 

 

（成相委員長）ほかにありますか。 

 

（下手委員）不登校対策指導員が、家庭に訪問されますよね。その中で、まったく子ど

もに会えないというケースもありますか。 

 

（竹田課長）昨年度、不登校対策指導員が支援した３１名の中で、結局子どもに会えな

かったというのは、少ないですけれどありました。 

 

（下手委員）親御さんが出られても、本人が出ないということですか。 

 

（竹田課長）そうです。あとはほとんどが少しずつ改善はしたんですけれど、わずかで

すがそういうケースもありました。なかなか不登校対策指導員だけでは解決しないこと

につきましては、スクールソーシャルワーカーでありますとか、福祉部局と連携して対

策を進めているという状況です。もちろん、学校もです。 

 

（成相委員長）子どもに会えないというのは、親が会わせないということですか。 

 

（竹田課長）いろいろなケースがあります。 

 

（成相委員長）親さんも、何とかしたいと思っていますからね。 

 

（松浦委員）教育支援センターが３箇所あって、職員の数に照らし合わせた適正な受入

数は何人ぐらいずつですか。 
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（竹田課長）昨年度と同じですが、現在、指導体制はすずらん教室が９名、光人塾が 

１０名、コスモス教室が４名です。昨年度入級した児童、生徒を見ますと、それに見合

った人数と言えます。 

 

（松浦委員）例えばどこかが増えれば、職員をそちらへ回すということは、運用として

されていますか。 

 

（竹田課長）検討してみましたが、昨年度はそういう形はとりませんでした。 

 

（松浦委員）光人塾が、中学生に偏っていますよね。だから向陽中や平田中や近隣の斐

川東中だけではなくて、出雲のほうからも来られているという実態ですか。 

 

（竹田課長）そうです。 

 

（松浦委員）それがすずらん教室に行かないのは、光人塾の今までの実績やイメージが

強いということですか。 

 

（竹田課長）実際に子どもたちが見て、その雰囲気というか、そういうところで決めて

いることはあると思います。今までの特徴もありますし、施設の作りもありますし、そ

ういうところがあると思います。ですがそれぞれに、子どもに応じて学習を中心にやり

たいという子どもについては、どの教室でもやれる体制はとっているところです。体験

活動についても、それぞれの施設に組み入れてできるようになっています。基本的には、

あまり差が出ないようにしている状況です。 

 

（成相委員長）ほかはよろしいですか。次に、報告（３）「科学館特別講演会の開催に

ついて」を、出雲科学館 山本館長 に説明願います。 

 

（山本館長）資料に基づき説明。 

 

（成相委員長）只今の、報告（３）について、何か質問等はありませんか。 

 

（松浦委員）こういう内容は、ケーブルテレビなどで撮って、放送できるものですか。 

 

（山本館長）講師と相談することになると思います。 

 

（槇野教育長）以前、ノーベル賞受賞者の方に来ていただくと、ケーブルテレビが録画

されて、後日放送されることが多かったです。 

 

（松浦委員）いい内容ですし、申し込み多数の場合は入れないということになると、放

映すればそれだけたくさんの人が勉強できると思いました。ちょっと考え方として、伺
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ったところです。 

 

（成相委員長）よく科学館から案内をいただきますが、こういう企画は、すぐに会場が

いっぱいになる状況は、今までにありますか。 

 

（山本館長）応募していただいて、抽選したことはあると聞いています。事前申込制と

いうことにしていますので、人気のある講師さんの場合は来ていただけないこともあり

ます。 

 

 

５．その他 

 

（成相委員長）次に、「その他」に入ります。教育委員会の後援・共催事業について、

教育部 小山次長 に説明をお願いします。 

 

（小山次長）資料に基づき説明。 

 

（成相委員長）只今の報告について、質問等はありませんか。 

 

（各教育委員）なし。 

 

（成相委員長）その他、委員の皆さま、あるいは事務局の方で、何かございますか。 

 

（各教育委員）なし。 

 

 

６．次期教育委員会の開催時期 

 

（成相委員長）次期教育委員会の日程ですが、６月２８日（火）の、午後２時から、市

民応接室で開催いたします。それでは、以上をもちまして、教育委員会５月定例会を閉

会します。 

 

 

 

 

（14:50）定例教育委員会閉会 

 


